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平成２７年１１月２４日に一般、小学生、

行政関係者の方々に見学会が開かれまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３回に分けて行われた見学会には、１０

時に小学３年生２０名、１１時からは一般

の方２６名、小学５年生１７名でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見学者の方は、作業の流れ、ダイナマイ

トを入れる穴を掘り、人が一つ一つダイナマ

イトを装薬する手順などの説明を受けまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地層は、堆積岩から出来ています。 

それをダイナマイトで爆破して掘り進んで

行きます。 

「発破」は１日４回で、１回で進むことが

出来るのが１ｍから１．２ｍです。 

ダイナマイトを差し込む穴は１００個です。

トンネルの長さ３１７ｍのうち、現在約２５

０ｍまで掘り進んでいます。 

開通すれば、車道６．０ｍ、トンネルの

幅８．６ｍ、高さ５．６ｍになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今しばらく、町民の皆さま、町外からの 

お客様には、不便をおかけします。 

平成２８年度の開通を目指し、工事が 

進んでいます。

（仮称）新八知山トンネルの 

見学会が行われました。 
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大雪・冬至の頃       二十四節気と七十二候|暦生活・コトバンク辞典 等より 

早くも１２月を向かえ、新しい年の準備を始める 

「正月事始め」もこの時期です。 

楽しい年末年始と忙しい月です。 

■大雪の頃 

１２月７日（平成２７年）大雪（たいせつ）の日。 

本格的に冬が到来するころで山々は雪に覆われ 

平野にも雪が降り積ります。 

新しい年を迎える時期がきました。 

おでんや粕汁など、冬の食卓には欠かせない、大根・白菜が美味しくなるころ。 

クリスマス・お正月がもうそこまで来ています。 

■冬至の頃 

１２月２２日（平成２７年）冬至を迎えます。 

冬至、１年でもっとも昼が短く、夜が長いとされています。 

カボチャを食べてゆず湯に浸かり、無病息災を願います。 

■乃東生（なつかれくさしょうず）  初候 

靭草（うつぼぐさ）は夏になると枯れてしまい、冬至のころに芽を出します。 

この草以外の草木が枯れていきます。 

■麋角解（さわしかつのおつる）  次候 

大鹿が角を落とすころ。枝分かれした大きな角が抜け落ち、春にはまた新しい角が生え

始めます。 

■雪下出麦（ゆきくだりてむぎのびる）  末候 

雪の下で、麦が芽を出し始める頃です。 

重い雪の下で、暖かい春をじっと待っている、そんな情景思わせる言葉です。 

■旬のもの  

年末が近づき、新しい年の準備をはじめます。 

子供たちにとって楽しみの多い時期、大人には一番気忙しい時期を迎えます。 

「クリスマス」「師走」「大晦日」「新年」など・・・ 

自然から季節を感じ、言葉からも季節が廻っていきます。 

暮しの中の行事・食材などでも季節を感じられます。 

大晦日から元旦にかけて１０８回鐘をつきます。除夜の鐘です。 

１０８回の数字は、「月の数」「二十四節気」「七十二候」を足した数という一説がありま

す。日本の季節が移り代わって行きます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノルディックウォーキングを体験しました。 

領内地域総合センター利活用事業「脳トレ・筋トレ」で、活動しているグループ（代表  

森 悦子さん）が、大台町役場健康ほけん課理学療法士、水野千先生による「ノルディ

ックウォーキング」の体験をしました。 

参加者の皆さんは、週 1回、介護予防のための「基本体操」やパソコンで「文章作成 

（ワード）」など室内での活動をしています。 

この日は、外に出て 40 分間のウォーキングをしました。 

このウォーキングは、雪の中で競技するノルディックスキー 

選手が、夏の間の強化トレーニングとして山野を歩き回った 

ことが始まりの様です。 

暖かな日差しの中を 2本のポールを使い、楽に歩くことが 

できることを感じながら、ウォーキングを楽しみました。 

 

 

 

 

冬の風邪対策 

・・・・知っているようで知らない風邪の正体・・・・ 

 じつは、「風邪」という病気はありません。省略して呼んでいるのです。 

正しくは、「風邪症候群」といいます。上気道（鼻・喉などの通り道）の粘膜の急性

の炎症をまとめて「風邪」と呼びます。 

 ☆ 軽い病状、くしゃみや鼻水、のどの痛みなどを普通感冒。 

 ☆ 重い病状、頭痛、悪寒、高熱、関節痛など全身症状をインフルエンザ。 

 ☆ 咽頭粘膜腫れ、発赤などに熱や頭痛がともなう咽頭炎。 

 ☆ 喉の痛み・咳・痰に、高熱や呼吸困難などの症状がでるものを気管支炎。 

その原因の大半が「ウイルス」の感染です。種類が２００以上もあるといわれるウイ

ルスが、鼻の粘膜で感染すると「鼻風邪」、くしゃみ、鼻水、鼻づまりであれば「喉風

邪」と、ウイルスの種類、感染した場所によって症状が違います。 

 そんな風邪症候群より強力で乾燥した冬に猛威をふるうのがインフルエンザです。 

 ３、４日の潜伏期間を経てゾクゾクするような悪寒、３８℃以上の高熱、腰や手足の

関節痛など全身症状が現れ、下痢・喉の痛み、食欲不振、肺炎などの合併症を引き起こ

す危険もあるので要注意です。 

 引き始めの風邪には、充分な栄養と睡眠、乾燥して水分不足にならないよう水分をこ

まめに取りましよう。 

ビタミンの摂取を心がけて下さい。かかったかなと感じたら、ビタミン豊富な野菜果

物を普段より多く取り、かかり始めの「風邪」をやっつけましょう！！！ 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=11vk3ab86/EXP=1448069220;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjVG1NS0QxcExWQnF4NUJGSDN5UjBOYXNmWWk3Uklob010TXZ1Y3dENWRKSFVsaFNxX3Myekg1Z1JZBHADNDRLazQ0T3A0NEs1NDRPSTVwNmcEcG9zAzk2BHNlYwNzaHcEc2xrA3Jp/**http:/www.wanpug.com/illust/illust3500.png
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「
朔
日
」
と
「
晦
日
」 

･
･

毎
月
の
始
ま
り
は
朔
日
、
月
の
終
わ
り

は
晦
日
で
す
。 

 

12
月
は
「
大
晦
日
」
で
す
。
三
十
日
「
み

そ
か
」
と
読
み
、
一
年
の
最
後
で
大
切
な

特
別
な
末
日
の
た
め
「
大
」
を
付
け
て
大

晦
日
と
言
う
の
で
す
。 

２9
日
は
ど
う
読
む
の
？ 

九
日
晦
日
「
く
に
ち
み
そ
か
」
と
読
み

ま
す
。 

 

大
晦
日
や
お
正
月
ま
で
の
忙
し
さ
、
年

賀
状
、
大
掃
除
、
お
せ
ち
、
お
年
玉
、
し

め
縄･

･
･
･
･
 

 

日
本
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
習
慣

や
行
事
が
、
引
き
継
が
れ
て
行
く
事
は
、

素
晴
ら
し
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

子
供
の
こ
ろ
っ
て
、
夜
更
し
出
来
ま
し

た
よ
ね
。
そ
し
て
待
ち
に
待
っ
た
お
正

月
、
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。 

 

来
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
の
な
？ 

 

暦
の
紹
介
で
は
、
季
節
を
感
じ
て
、
昔

か
ら
の
言
い
伝
え
を
知
っ
た
り
、
知
恵
で

あ
っ
た
り
し
ま
す
。 

日
本
の
良
さ
を
教
え
て
く
れ
る
も
の

が
多
い
で
す
よ
ね
。 

 

さ
あ
、
年
末
忙
し
く
な
り
ま
す
。 

 

冬
至
を
境
に 

次
第
に
日
脚
が 

長
く
な
り
ま
す
。 

 

新
し
い
年
が 

そ
こ
ま
で
来
て 

い
ま
す
。 

来
年
も
よ
ろ
し
く 

お
願
い
し
ま
す 

(

木
下) 

 

12 月 1日、講師中村芳男先生による「絵手紙教室」を開催しました。 

もらって嬉しい、心温まる思いが届く「ハガキ」の中に思わず 

微笑んでしまう。 

初めて参加の方もあり、筆の持ち方、線の書き方や色取り 

など、表現の仕方を紹介して頂きました。 

長く続けて見える方もありますが、初心に帰って熱心に聞か 

れていました。 

今年も領内秋まつりで、絵手紙のコーナーに活動発表の

場として出展して頂きました。 

手紙のなかに季節を切り取り、彩を添えた「絵」があったら

素敵ですよね。 

それがしてみたいと今回参加された方もありました。 

 

「絵手紙教室へのおさそい」 

お友達や、家族への手紙に絵という思いを 

添えて届けてみませんか。 

毎月 1 回絵手紙愛好家が集り、教室を開

催します。初めての方もぜひご参加下さい。

道具がない方は、お貸しできます。 

領内地域の方に「誕生日カード」としてお届 

けしています。 

日 時  1 月１２日（火） 

      午後１時３０分～３時まで 

場 所  領内地域総合センター 

電 話  ７７－２００１ 

 

 

 

 
１２月の作品です 

http://azukichi.net/season/month/january0157.html

